
【裏面もあります！】
■学生の政治参加促進
■骨髄ドナー支援拡大

子どもの予防接種に対する助成拡大を初提案！

西日本豪雨災害で福岡県内も含め各地で大
きな被害が出ました。亡くなられた皆様のご
冥福をお祈りいたしますとともに、被災者の
皆様にお見舞いを申し上げます。県議会は県
行政とともに被災地の復旧と復興に全力を挙
げて取り組んでいきます。
私は７月、福岡県久留米市、岡山県倉敷市

真備町、広島市安佐北区の被災現場で、全国
の若手議員の仲間らとともにボランティア活
動に参加し、住宅で床下の土砂を取り除く作
業などをお手伝いさせていただきました。今
回の災害は、報道されていない現場も多く、
上の写真のような状況が各所で生じています。
猛暑の中なので何度も休憩を取りながら作業
を続けます。全国から息の長い、多くの支援
が必要と実感します。
今後も支援活動を継続していきます。でき

ることを全力で。お一人お一人の皆さんのご
協力をよろしくお願いいたします。

福岡県議会議員

福岡発！ただいま
政治刷新中！
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６
月
定
例
会
の
本
会
議
・
一
般

質
問
で
私
か
ら
提
案
。

知
事
は
「
市
町
村
の
予
防
接
種

担
当
者
の
研
修
会
で
（
先
行
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
）
制

度
の
趣
旨
や
目
的
に
つ
い
て
、
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
く
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

小
児
白
血
病
や
小
児
が
ん
等
に

罹
患
し
、
骨
髄
移
植
手
術
や
抗
が

ん
剤
治
療
を
受
け
る
と
、
そ
れ
ま

福
岡
県
議
会
の
定
例
会
本
会
議

で
、
小
児
が
ん
治
療
な
ど
で
予
防

接
種
の
免
疫
を
消
失
し
た
子
ど
も

の
「
再
接
種
」
に
対
す
る
公
費
助

成
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
に
初
め

て
提
案
し
ま
し
た
。
全
国
の
先
進

的
な
一
部
自
治
体
で
制
度
が
創
設

さ
れ
、
が
ん
患
者
と
家
族
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
福
岡
県
内
で
も
制
度
の
拡
大

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

で
に
予
防
接
種
で
獲
得
し
た
抗

体
が
失
わ
れ
、
再
接
種
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
の

現
行
制
度
で
は
最
初
の
定
期
接

種
が
無
料
で
も
、
再
接
種
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
は
任
意
接
種

扱
い
と
な
り
、
費
用
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
定
期
接

種
は
１
回
の
接
種
費
用
が
概
ね

１
万
円
前
後
で
、
必
要
な
再
接

種
を
全
て
受
け
る
と
20
万
円

ほ
ど
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
経

済
的
負
担
が
大
き
い
と
言
え
ま

す
。
た
だ
で
さ
え
、
が
ん
患
者

を
支
え
る
家
族
の
経
済
的
、
身

体
的
な
負
担
が
大
き
い
う
え
に
、

予
防
接
種
の
制
度
上
の
欠
陥
が

さ
ら
に
当
事
者
の
負
担
を
大
き

く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
は

改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
の
市
区
町
村
で
は
「
な

ん
と
か
し
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
独
自
に
助
成
制
度
を
創
設

す
る
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
大
阪
府
は
今
年
度
か
ら

府
内
市
町
村
の
助
成
制
度
創
設

を
促
進
す
る
た
め
、
再
接
種
費

ﾒｰﾙ

＜田辺かずき事務所＞
〒811-3103  福岡県古賀市
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田辺の政治活動を
連日発信中！

用
を
助
成
す
る
市
町
村
に
対
し
、

府
と
し
て
補
助
す
る
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
今
回
の
質
問
で
は

私
か
ら
こ
れ
ら
の
動
き
も
紹
介

し
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
60
市
町
村
で
助

成
制
度
を
創
設
し
て
い
る
自
治

体
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
か
ら
は

制
度
創
設
を
市
町
村
に
促
す
た

め
、
大
阪
府
の
よ
う
に
県
と
し

て
市
町
村
へ
の
補
助
事
業
を
実

施
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
の
、

知
事
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
慎
重

な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
大
阪

府
や
名
古
屋
市
は
「
知
事
や
市

長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
で
こ
れ

ら
の
制
度
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

知
事
に
は
継
続
し
て
取
り
組
み

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

西日本豪雨の
被災地支援を



主権者教育を推進 大学生の政策立案から社会課題を共有

骨髄ドナー支援制度が県内で拡大！

古賀市の一大イベント「朝どりこが

スイーツコーンまつり」が開催されま

した。私は毎年、早朝から若手農家の

皆さんと一緒に収穫や選別などの準備

を手伝わせていただいています。今年

も会場には古賀市内外から多くの人が

訪れていました。

２０１４年のＪＡ全国青年大会で最

優秀賞を受賞したスイートコーンの特

産品化の取り組みが地域振興につな

がっています。このプロジェクトから

生まれたのが農業振興ヒーロー「ヨメ

ニコーン改」。保育所・幼稚園での食

育や婚活イベントも展開し、県議会の

農林水産委員会による先進事例調査や

知事への表敬訪問も実現しています。

これからもしっかりと応援していきま

す。

県議会６月定例会本会議では、県内市町村における骨髄ドナー支援制度の創設を後

押しするため、県として市町村を支援する必要性をあらためて知事に指摘しました。

日本骨髄バンクによると、私が本会議で初めて知事に提案した２０１６年12月時点で

制度のある市区町村は全国で１９７でしたが、今年７月13日時点で４０３に、市区町

村への補助事業を実施している都府県も８から15に拡大。福岡県内では柳川市、みや

ま市、新宮町、大木町の４市町に加え、北九州市、古賀市、うきは市、八女市の４市

が制度を創設し、計８市町に広がっています。

こうした状況も踏まえ、知事は「先行自治体の状況について情報収集し、全国及び

本県における移植の必要な方々の人数、提供者数、ドナー登録者数、その年齢構成や

その推移、地域間を越えた移植の状況等、総合的に調査・研究を進めたい」との考え

を明らかにしました。また、国による骨髄ドナーに対する休業補償制度の創設につい

て、福岡県としても要望する方針を明らかにしました。

＜田辺かずき プロフィール＞
1980年 5月16日生まれ
1987年 暁の星幼稚園 卒園
1993年 花鶴小学校 卒業
1996年 古賀中学校 卒業
1999年 福岡県立福岡高校 卒業（高51回）
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業

毎日新聞社 入社、福井支局 配属
2006年 大阪本社社会部 配属
2011年 福岡県議会議員 初当選

厚生労働環境委員会（～13年）
国際交流推進対策調査特別委員会（～13年）

2013年 新社会推進商工委員会（～15年）
防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会
（～15年)

2015年 福岡県議会議員 2期目当選
広域行政推進対策調査特別委員会・副委員長
（～17年）

【所属】福岡県議会・農林水産委員会
同・スポーツ振興・国際交流推進調査特別委員会
同・タイ友好議員連盟事務局長
同・スポーツ議員連盟幹事
国民民主党全国青年委員長
国民民主党【衆議院】福岡県第４区総支部
代表代行
福中・福高同窓会顧問
古賀竟成館高校後援会名誉顧問

【家族】会社員の妻、11歳の長男、8歳の長女
古賀東小学校PTCA前会長
（PTCA＝PTA＋地域のC）

農業による地域振興
スイーツコーン大好評

ブログやフェイスブックなどによる連日の情報発信に加
え、紙ベースの報告書（１～２カ月に１回のペースで発行
）で活動をお伝えしており、ご希望の方には郵送させてい
ただいています。事務所（０９２－６９２－８５１０）までご連
絡ください。

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】

私の政治活動は県民の皆さんの「声」があってこそ。各
地の公民館で対話集会を開催しており、ご連絡をいただけ
ればサークル活動などにも足を運び、活動報告と意見交
換をさせていただいています。事務所（０９２－６９２－８５１
０）まで。

田辺かずき事務所からのおしらせ

インターンを経験した大学生（写真右の３人）と
一緒に報告会を開催＝６月２７日

県
政
報
告
会
の
特
別
企
画
と
し
て
、
私
の
も

と
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
大
学
生

に
よ
る
政
策
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
古
賀

市
や
福
津
市
、
宗
像
市
、
新
宮
町
な
ど
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
も
活

発
で
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変
刺
激
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
も
私
が
政
治
家
と
し
て
若
者
の
主
権
者

意
識
を
涵
養
す
る
取
り
組
み
の
一
環
で
す
。
学

生
た
ち
は
２
カ
月
間
、
私
と
一
緒
に
県
内
各
地

の
様
々
な
現
場
を
回
り
、
社
会
課
題
を
認
識
し
、

そ
の
解
決
の
た
め
の
政
策
を
立
案
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
考
え
た
政
策
だ
か
ら
、
学
生
の
良
き

経
験
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
に

発
信
し
た
ほ
う
が
、
私
た
ち
大
人
も
刺
激
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
の
た
め
に
な
る
。
そ

う
考
え
、
今
回
の
発
表
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
食
品
ロ

ス
削
減
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
普
及
拡
大
、

食
品
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
テ
ー
マ
で
、
県

議
会
に
お
け
る
私
か
ら
知
事
へ
の
提
案
に
も
つ

な
が
っ
た
も
の
。
今
年
３
月
、
私
は
本
会
議
で
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
食
品
を
提
供
す
る
協
力
企
業

の
さ
ら
な
る
開
拓
促
進
を
求
め
ま
し
た
。
知
事

は
、
食
品
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
の
あ

る
企
業
に
直
接
訪
問
し
、
昨
年
12
月
に
策
定
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
食
品
の
品
質
保
証
に
関
す

る
責
任
範
囲
の
明
確
化
な
ど
を
規
定
）
を
示
し

な
が
ら
理
解
を
求
め
る
こ
と
に
加
え
、
商
工
会

議
所
や
商
工
会
、
食
品
衛
生
協
会
な
ど
食
品
関

連
企
業
が
加
入
す
る
団
体
に
も
協
力
を
求
め
、

提
供
企
業
の
一
層
の
拡
大
を
図
る
考
え
を
示
し

て
い
ま
す
。
私
か
ら
は
こ
の
こ
と
も
報
告
し
ま

し
た
。各

自
治
会
の
公
民
館
・
集
会
所
を
回
っ
て

の
対
話
集
会
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
６
～
７
月

は
古
賀
市
の
中
央
区
、
千
鳥
北
区
、
古
賀
北
区
、

高
田
区
、
庄
北
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
お
声
掛

け
い
た
だ
け
れ
ば
サ
ー
ク
ル
の
会
合
な
ど
に
も

伺
い
ま
す
。
事
務
所
（
０
９
２
・
６
９
２
・
８

５
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇

◇


